
平成 2３年度第１回石狩浜海浜植物保護センター運営委員会 

 

日時：平成２３年６月９日（木）１０時～１１時３０分 

会場：石狩浜海浜植物保護センター 

出席：安田秀子（会長）、瀬野一郎、石川 治、松島肇、萬谷優子 

事務局：有田英之（センター長）、内藤華子 

傍聴者：なし 

議題：1. フォーラムへの参加について 

2. 名取・七ヶ浜ハマボウフウの会の支援について 

3. 平成23年度事業計画について 

4. その他 

 

資料：1. 第２回ふるさと海辺フォーラム開催案内 

2. フォーラム参加について、名取・七ヶ浜支援について 

   3．平成23年度行事予定表 

4. 海辺の風景再発見フォーラムアンケート集計 

    

会議録 

1. ふるさと海辺フォーラムへの参加について 

内藤 昨年石狩で開催したふるさと海辺フォーラムを、今年宮城県名取市で開催する予定であり、これ

に当センターとして参加するという計画は、前回2月の委員会でも申し上げていた。震災があり、開催

が危ぶまれたが、5月中旬に主催となる名取ハマボウフウの会より6/18-19で開催する旨の案内があり、

当センターとしても参加を決めた。（開催案内は資料として配布） 

石狩市としての参加であり、資料にあるような参加の意義付けをしている。また、各地の活動報告の場

では、センターの活動について発表する予定。内容としては、①石狩海岸の概要、②センターの活動と

して、１）行政の取り組み、２）研究機関の取り組み、３）市民グループの取り組みを紹介する。また、

先日開催した③海辺の風景再発見フォーラムの趣旨である、隣接大都市への発信、海の中も含めた保全

の視点について、また④保護区の拡大に向けた動き、⑤名取・七ヶ浜支援の動き、具体的には保護セン

ターの展示物やフォーラムでのパネル展など、についても紹介したいと考えている。 

 その他、委員の皆様からこんなことを話しては、という提案があれば受付けたい。 

 

２．名取・七ヶ浜支援 

内藤 資料の説明。パネル展示、ホームページ、通信誌等での復旧の様子の情報発信などを行っていく。

また、今回フォーラムで現地へ足を運ぶことで、必要なことを把握してきたいと思う。 

 

石川 フォーラムへの石狩からの参加は、保護センターの他にどなたかあるのか。 

 

内藤 個人として安田さん、松島さんが参加を予定している。また、昨年の海辺フォーラムに積極的に

関わってくださったボランティアの方たちには、メッセージがあればお預かりするということで伝える。 

運営委員のみなさまからもあれば預かる。 

 

松島 フォーラム開催にあたり石狩市長からのメッセージはあるのか。 



 

有田 検討する。 

    

３．今年度の事業について 

内藤 前回の委員会で示した事業計画から変更なく事業実施している。具体的な日程が決まってきたの

で、資料にある行事予定表をご覧いただきたい。今年度の新規事業として海辺の風景再発見事業がある

が、すでに海辺の風景再発見フォーラムは先日終えたところ。また、今年度新たに石狩浜自然案内人要

請講座を７／１６に開催し、新規のボランティアさんを募る。 

海辺の風景再発見フォーラムの結果として、参加者数は最終集計により105名、アンケート集計も資料

として添付した。中には、今後の活動の中に活かせる意見もあるので、参考にしていきたい。 

 また、資料として、フォーラム時に行った名取・七ヶ浜復興支援パネル展の様子も掲載した。これと

同様のものを現在保護センター展示室でも掲示している。 

 加えて、シップ原生花園の保護区指定について、前回の運営委員会で検討した保護区指定にともなう

規制内容について、検討結果のとおり、現在の河口地区と同様の内容とすることで、進めていく。 

 

松島 スケジュールは？ 

 

有田 ７月の環境審議会で諮問し、パブリックコメント等を経て、１２月または３月議会で条例改正手

続きを行い、来年４月からの施行を考えている。 

 

松島 わかりました。 

 

内藤 今年度事業の補足として、１０月末から１１月３日まで、紀伊国屋のギャラリーで、海辺関係の

写真展を行う予定がある。 

 

松島 海辺の自然塾は今年度はないのですか。 

 

内藤 冬季には予定しているが、まだテーマは未定。希望のテーマがあれば受け付ける。 

 

松島 石狩浜環境保全連絡会議は、どのような予定で開催するのか。 

 

有田 例年とほぼ同様に開催する予定。今年はシップ地区を保護区指定し、来年以降、現在、市で植生

保護柵を設置している部分についての保護区指定は可能と考える。ただ、現在、北海道札幌建設管理部

が柵設置をしているエリアについては、利用の現状を見ていると、侵入車両が多く、まだ難しい印象だ。 

 

安田 連絡会議の中に小樽市側の海岸管理部局に入ってもらうことは可能か。 

 

有田 保全の活動を進めていく上で、行政と民間との連携は重要だ。小樽市側でどのように進めている

のか、我々は把握できていない。同じテーブルにつくのはまだ難しい印象は拭えない。 

 

安田 他に意見等なければこれで閉会する。 

以上 



確認しました。 

平成23年7月8日  議事録確定 

石狩浜海浜植物保護センター運営委員会 会長 安田秀子 


